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なぜ カンボジア
EDU-Port, JICA草の根の を中心に

• 親日国

• 日本のICT教育３０年の歴史を活用

• 教育的課題へ連携 教育で国を変える コロナからの学び

• ICTの教育利用知見 共有

• 国の発展＝SDGs４ 学力 有能な労働力＝自動車工場

• 民主主義的な要素多い 女性の社会的地位が高い

• 紛争を回避し、SDGs課題を 連携で達成できる国

• PPT per Capita 年額 20 万程度 先生給料 300－350ドル



PISA-D １０パーセント最低習熟度
背後に 留年率



学校の数が足りない 先生の指導力
卒業率



EDU-port (内田洋行・教育工学会）
2017－コロナ前

ICT 活用 小学校英語
Learner－Centered



音 動き 発話促進 ARCSモデル
動きながら考える



Leaner-Centeredの体験



2019 卒業後 現場で実践
EDU-Port



コロナ禍での実践

2020年６月

2020-2022

コロナ禍 でICT教育を加速！！

PCの普及 ネットワーク整備



Covid19: 2020年６月15日
E-Learning開始「これは使える」



2021 7月
Uchida 
Future 
Classroom 
Cambodia へ
到着



現場の先生を支える
ネットワークでできること



コンテンツ開発拠点 Future
school



日本のICT教育の現状



教材開発
Ph－JP・Ph-Cam

英語版ークメール語
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Contents Development
図形 角度などにも挑戦
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教材で国際化 高校・探求



教材で国際化 高校・探求



「主体的、対話
的で深い学習」
GIGA School



教員養成校 ICT研修
教室用コンテンツ開発



教員研修



指導法を協働開発



実践 現場の改善ー＞実践へ
普及へ

知る Learner Centered 
日本型「主体的、対話

的で深い学び」

体験する モデルを得
る

コンテンツ開発
教育実習
現場定着

自立＝Sustainability



資料

• Camkids 現地開発 ICT教材

• https://camkids.net/

• JICA 

• https://www.jica.go.jp/partner/kusanone/country/cambodia.htm
l

• EDU-Port 

• https://www.eduport.mext.go.jp/

• makoto@kageto.jp

https://camkids.net/
https://www.eduport.mext.go.jp/
mailto:makoto@kageto.jp
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